
業務事例（整備新幹線・リニア中央新幹線，鉄道システム・技術の海外展開）

「国土交通省インフラシステム海外展開行動計画2022」において、
今後注視すべき主要プロジェクトとして全体で87プロジェクト、鉄道で27プロジェクトを選定。

今後注視すべき主要な鉄道プロジェクト

リニア中央新幹線について整備新幹線の整備に関する業務

整備新幹線については、平成22年12月に東北新幹線
（八戸・新青森間）、23年3月に九州新幹線鹿児島ルート
（博多・新八代間）、27年3月に北陸新幹線（長野・金沢
間）、28年3月に北海道新幹線（新青森・新函館北斗
間）、令和4年9月に九州新幹線（武雄温泉・長崎間）が
開業しました。

さらに、平成24年6月に着工した区間（北海道新幹線
（新函館北斗・札幌間）、北陸新幹線（金沢・敦賀間）、
についても現在、着実に整備を進めています。

リニア中央新幹線については、JR東海において着実に整備を進めています。
品川・名古屋間を40分で結ぶ計画としております。

「高架橋を走行する北陸新幹線」
写真提供：鉄道・運輸機構

業務概要 ②鉄道
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大量高速の輸送機関である鉄道は、事故が発生すると被害が甚大
となることから、より安全な鉄道システムとするための取り組みが求められ
ています。

このため、鉄道輸送の安全性向上のための法律改正、施設・車両の
構造・機能及び運転取り扱いに関する調査研究や技術基準の見直し、
自動列車停止装置（ATS）等の安全設備の整備の推進、事故・トラブ
ルの調査分析や再発防止対策の指導といった業務を行っています。

鉄道の安全確保に関する業務

●福知山線列車脱線事故 ●石勝線列車脱線火災事故

公共交通機関として、今後も鉄道がより魅力的で安全で効率的な輸送機関となるよう様々な技術開発課題に取り組んでいます。

鉄道の技術開発に関する業務

準天頂衛星等を用いた位置検知技術の活用方策、課題等を検討。

＜地方鉄道向けの無線等を活用した運転保安システムの開発＞＜準天頂衛星等を用いた精度の高い位置検知＞

鉄道は、線路や高架橋等の土木施設、信号保安設備や変電所等の電気施設、機関車や電車等の車両といったハード
ウェアと、列車の運転取り扱い等のソフトウェアとが一体となった総合システムであり、鉄道局の技官は、土木、電気、車両及
び運転の各分野にわたる多様な、かつ、専門的な業務を担当しています。

バリアフリーに関する業務

業務事例（安全確保，技術基準・技術開発，バリアフリー）

無線通信技術の活用により、地上設備の削減が可能となることから、経営
状況の厳しい地方鉄道を対象に簡素な無線式列車制御システムを開発。

日本での鉄道における技術基準は、具体的な数値や材質等を定めた仕様規定ではなく、新技術の導入を促進し、線区の実情に応じた適切な
対応が可能となるように必要な機能要件を定めています。鉄道事業者は省令が定める機能要件に適合する実施基準を策定し、これを遵守します。

鉄道における技術基準に関する業務

＜一般の鉄道における自動運転＞
運転士が乗務しない自動運転技術は新交通システムで導入実績がありますが、令和４
年９月に、踏切等のある一般的な路線に自動運転を導入するための技術的要件の考え
方をとりまとめ、公表しました。

①～③のいずれかの要件等を満
たさない一般的な路線への自動
運転の導入を検討⇩
従来の運転士が乗務する場合と
同等以上の安全性を確保するこ
とを基本とし、自動運転の技術的

要件の基本的考え方をとりまとめ

●山手線 Ｅ２３５系

ドライバレス運転の実現に必須となる高性能な自動列車運転
装置（ATO）の開発に向け、山手線 E235 系を使用した試験走
行を山手線全線で実施（ＪＲ東日本）

（出典）ＪＲ東日本プレス資料より

新幹線と同様に、特急車両における車椅子用フリースペースの導入に向けた取り組みも進めています。
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